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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年５月11日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

平成22年６月期の連結業績予想（平成21年７月１日～平成22年６月30日） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

18,500 

百万円

150

百万円 

100 

百万円 

△320 

円 銭

△27.63

今回発表予想（Ｂ） 19,500 250 120 60 5.18

増減額（Ｂ）－（Ａ） 1,000 100 20 380 －

増減率（％） 5.4 66.7 20.0 － －

（ご参考）前期実績 

（平成21年６月期） 
16,955 △1,864 △2,210 △2,048 △176.88

 

 

２．業績予想の修正理由 

 金融危機後の急激な景気の落ち込みから、期初より韓国・中国子会社での受注が回復し、遅れて米

国子会社も着実に回復に転じてまいりました。一方、日本国内の景気は欧米・アジア諸国と比べ回復

が遅れ、当社日本の受注はようやく下期に入り回復が顕著となりました。 

 生産においては、下期からの急激な受注回復となったものの一部材料の入手困難な状況もあり、第

３四半期末では受注残を積み増す結果となりました。第４四半期においては、グループを挙げ生産体

制を迅速に立て直し、受注残の解消と回復した受注状況にも対応することができ、連結売上高は予想

を上回る見込みとなりました。 

 利益面につきましては、第４四半期での大幅な増収及び固定費のさらなる削減の効果により、これ

までの赤字を補い、通期で営業利益250百万円、経常利益120百万円、当期利益60百万円の黒字を計

上できる見込みとなりました。地域別では、景気回復が一番遅かった日本は赤字で、これを比較的景

気回復が早かった韓国、中国、米国で補うことになりました。 

 

以上 

（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今

後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 


